
平成３１年度（２０１９年度）　熊本県立人吉高等学校　全日制　シラバス

教科 科目（単位数） 化学基礎（２） 学年 1 類型 全クラス

学習

目標

期間 自己評価

年度初～

１学期

　中間考査

取組    A B C D

理解    A B C D

関心    A B C D

１学期中間

～期末考査

取組    A B C D

理解    A B C D

関心    A B C D

１学期期末

～２学期

　中間考査

取組    A B C D

理解    A B C D

関心    A B C D

２学期中間

～期末考査

取組    A B C D

理解    A B C D

関心    A B C D

２学期期末

～年度末

取組    A B C D

理解    A B C D

関心    A B C D

３学期

学年末考査

　～年度末

取組    A B C D

理解    A B C D

関心    A B C D

学習方法 授業と復習

評価方法

①定期考査

②提出物

③授業での活動の取り組み

　３章　酸化還元反応 ①酸化・還元の定義を理解し，電子の授受によって考え

られる現象として酸化・還元を学ぶ。その場合，酸化数

という便利な指標を用いて酸化・還元を統一的に考え，

理解を深める。

　３章　酸化還元反応 ①電解質水溶液と金属を利用することによって電池がで

きることを学び，電池には充電のできない一次電池と充

電のできる二次電池があることを理解する。

使用教材

（教科書・副教材）

「改訂 化学基礎」東京書籍

「リードLightノート　化学基礎」数研出版

1編　物質の構成

　3章　化学結合
①イオンからなる物質の種類や表し方・特徴的な性質を

理解する。②共有結合のしくみを理解し，分子式をはじ

め電子式や構造式が書けるようになる。③金属結合につ

いて理解する。

2編　物質の変化

　1章　物質量と化学反応式

①物質の質量と，物質を構成する原子・分子・イオンな

どの質量や数との関係や，気体についてはさらに体積と

の関係を学び，物質量の考え方を身につける。

　２章　酸と塩基 ①酸・塩基の定義や酸性・塩基性について，その本質が

何であるかを考え，酸性・塩基性の強さの度合いの表し

方を理解する。②ｐＨの表し方・中和の量的関係を学

び，中和によって生じる塩の水溶液は必ずしも中性でな

いことにもふれ，理解を深める。

理科

①原子の構造，電子配置と周期律の関係及び，化学結合のしくみについて理解できる。

②化学反応の量的関係，酸と塩基の反応及び酸化還元反応の基本的な概念や法則が理解できるとともに

日常生活や社会と関連付けて考察できる。

単元（学習内容） 学習の到達目標

1編　物質の構成

　1章　物質の成分と構成元素

　2章　原子の構造と元素の周

　　　期表

①多様な物質について，整理・分類し，共通した要素

や，個々の相違点を調べ，物質の成り立ちを理解する。

②物質を構成する基礎的な粒子である原子について理解

する。③元素の性質から考え出された周期律と，それを

一覧にした周期表の特徴を理解する。


